
リーマン・ショックが教訓
社員同士の絆を深め
たくましく生き抜く会社へ
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　デジタル技術による自動化が進んだ
工作機械でも扱う人が変われば、出来
上がりの精度が異なります。「要は取引
先に喜んでもらえるものを作りたいとどこ
まで本気で思えるか、その突き詰めようと
する気持ちが仕上がりに影響する」と玉
岡詳悟社長は言います。「顧客の図面の
５倍から10倍の精度を追求する」精密
な板金加工で、建設機械向けなどに受
注を拡大しています。
　父親が営んでいた製缶工場に入社し
たものの折り合わず退社した過去を持
つ玉岡社長。2004年１月に同社を創業
しました。役立ったのは製缶工場勤務時
代に身に付けた技術一つ。「どんな仕事
でも早く、丁寧に」を心掛け、仕事を増や
していきました。
　しかし、勢い込んで最新の大型工作
機械を導入した矢先、リーマン・ショック
が襲います。売り上げは5分の１に激減し
ました。できることから始めようと思い付い

たのが社員全員でのバーベキュー。「トラ
ブルが起こったときに声を掛け合える社
員同士の絆、団結力が一番大切」との
思いからでした。今は毎年の海外社員
旅行、社員に1台ずつ買った自転車で
のツーリングなどでさらに絆を深めてい
ます。
　リーマン・ショックでもう一つ痛感したこ
とがありました。「取引先はうちに出してい
た仕事を引き取り、真っ先に内製化しま
した。従業員やその家族のことを思えば
まず会社を守ることが大切だと気付きま
した」。
　そこで品物ごとに原価計算をし、赤字
品については取引先に受注を断りました。
「他にも付加価値を生まない作業をどこ
まで効率化できるかなど、やるべきことは
たくさんある」と玉岡社長。ものづくりの進
化、人材不足をにらみ、3Dプリンターの
導入やベトナムへの進出も視野に入れ、
さらにたくましく生き抜こうとしています。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

「成長期待企業のイチオシ！」に登場していただいたプ
ラクシス有限会社。始めた当初、年に1回だったバーベ
キューはその後半年に１回になり、今では毎月開催して
いるとのこと。「社員同士が何でも言い合える関係にする
ことが私の一番の仕事」と玉岡社長は言い切ります。

編集後記

プラクシス有限会社／所在地：姫路市豊富町御蔭740／代表取締役：玉岡詳悟
事業内容：精密板金加工

079-265-3030／ http://jp-praxis.com/index.html

◎プラクシス有限会社の
　精密板金加工

何かあればすぐに話し合いが始まります18才の女性社員も現場で活躍
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